
Ⅱ．事業評価個表

（備考） （１）　事業ごとに作成すること。

（２）　番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）　交付金事業の成果目標の欄は、電源用施設周辺地域整備法第１条に規定する同法の目的の趣旨を踏まえて具体的に記載すること。

（４）　交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。

（５）　交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（６）　交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

指名競争入札 株式会社アイテック 9,936,000

交付金事業の名称

西部処理区下水道管更新事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 六ヶ所村　 六ヶ所村長　戸田　衛

番号

　　うち経済産業省分 90,000,000

1

措置名

公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置

交付金事業実施場所 六ヶ所村大字倉内地内

交付金事業の概要

　六ヶ所村千歳平地区の下水道管は建設から39年が経過し、硫化水素に起因するコンクリート腐食、経年劣化や地震
等による管路の損傷が懸念されるため更新するものです。本事業は全工程を5工区に分け、平成28年度は3工区の管
更生工事（スパン対策工事L=1,579.7ｍ）を実施し、また次年度実施予定4工区の管更生工事（L=1,934.19m）の実施設
計を行いました。

交付金事業の契約の概要

契約の相手方 契約金額（円）契約の目的

総事業費（円） 交付金充当額(円）

103,150,800

90,000,000

　　うち文部科学省分

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成３０年度

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

特になし

45,619,200

西部処理区下水道管更新工事（3-2工区) 指名競争入札 大羽建設株式会社 47,595,600

西部処理区下水道管更新事業(4工区)
実施設計業務委託

交付金事業の成果指標
　上記目標を達成するため、当施工区域の下水道管路の緊急度の緩和(緊急度Ⅰ→Ⅲ)　及び、ライフサイクルコストの
低減を図ります。

交付金事業の成果目標
　本事業の実施により、当地区住民898人の環境衛生の維持向上及び地震災害等発生時の下水道施設の維持保全に
寄与します。

西部処理区下水道管更新工事(3-1工区） 指名競争入札 有限会社瀬川建設

交付金事業の成果及び評価

契約の方法

　当施工区域の下水道管路は78％が緊急度Ⅰ及びⅡでありましたが、本事業により緊急度Ⅰ及びⅡの区間は0％とな
り、地震等災害時に備えた下水道管施設の供用が可能となりました。また、ライフサイクルコストが年間10,190円低減さ
れ、施設運営の適正化に寄与することができました。



（７）　成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、第三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。


